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２
月
16
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
会
期

で
２
月
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。
市
長
提

出
の
令
和
６
年(

２
０
２
４
年)

度
当
初
予

算
は
、
一
般
会
計
、
８
特
別
会
計
お
よ
び

水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
で
総
額
２
８
２

３
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

豊
中
市
・
吹
田
市
・
池
田
市
・
箕
面
市
・

摂
津
市
消
防
通
信
指
令
事
務
協
議
会
規
約

の
一
部
変
更
に
関
す
る
協
議
に
係
る
議
案

を
は
じ
め
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
個
人
市
民
税
に
お
け
る
雑
損
控
除
の

特
例
を
定
め
る
た
め
の
条
例
改
正
案
や
副

市
長
等
の
人
選
案
件
な
ど
、
54
件
の
議
案

が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
提
出
議
案
の
う
ち
、
児
童

会
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
健

康
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た

が
、
審
査
が
終
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
次

の
定
例
会
ま
で
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
を
除
く
そ
の
他

の
議
案
は
、す
べ
て
議
決
等
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
議
員
か
ら
は
、
意
見
書
案

２
件
が
市
会
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し

た
。（
委
員
会
で
の
審
査
内
容
の
一
部
は
８

～
13
面
に
、
議
決
結
果
等
は
14
、
15
面
に

掲
載
）

総合防災センターで運用開始された北大阪消防指令センター
（豊中市、吹田市、池田市、箕面市、摂津市の共同消防指令センター）
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主
な
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載
内
容

６
年
度
当
初
予
算
、
総
額
2,823
億
円
を
可
決
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代 表 質 問 ・ 質 問 に つ い て

代 表 質 問
今定例会では３会派が代表質問を行いました。

　２月26日、27日、28日、29日の４日間で31人の議員が代表質問、質問（個人質問）を行いました。
その一部を質問順にお伝えします。（表記方法は会派の意向を尊重しています。また、記事の内容は
令和６年２月定例会の代表質問・質問時点のものです。）
　詳細な内容は、会議録をご覧ください。会議録は、市役所の市民総務室（情報公開）、図書館等に
備えています。

避
難
所
の
備
蓄
体
制
を
強
化
せ
よ

問　
災
害
時
備
蓄
品
の
一
部
は
、
市
立
小

中
学
校
等
の
避
難
所
に
分
散
備
蓄
し
て
い

る
が
、
保
管
場
所
に
苦
慮
す
る
学
校
も
あ

る
。防
災
用
倉
庫
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
、物

資
や
資
機
材
を
集
約
保
管
し
て
は
ど
う
か
。

答　
避
難
者
へ
迅
速
に
物
資
を
提
供
す
る

た
め
に
は
、
災
害
時
に
お
い
て
も
安
全
か

つ
容
易
に
取
り
出
し
が
で
き
る
場
所
で
の

集
約
保
管
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
倉
庫

コ
ン
テ
ナ
の
必
要
性
も
見
極
め
つ
つ
、
各

施
設
の
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

就
学
前
ま
で
の
切
れ
目
な
い
健
診
を

問　
国
が
５
歳
児
健
診
の
全
国
的
な
実
施

に
向
け
て
助
成
事
業
を
開
始
し
た
。
就
学

前
児
童
の
発
達
特
性
を
早
期
発
見
し
適
切

な
支
援
や
療
育
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
、
児
童

や
保
護
者
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
迎
え

る
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。
本
市
で
も
実

施
を
要
望
す
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答　
人
員
や
場
所
の
確
保
、
健
診
後
の
フ�

ォ
ロ
ー
体
制
な
ど
多
様
な
課
題
を
整
理
し
、

健
診
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

答
市
長　
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、
当
該
健

診
の
実
施
を
前
向
き
に
研
究
、
検
討
す
る
。

当
初
予
算
の
収
支
不
足
の
見
直
し
を

問　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
過
去

最
高
額
予
算
と
な
る
。
歳
入
の
市
税
収
入

も
過
去
最
高
額
を
見
込
む
が
、
人
件
費
等

の
歳
出
予
算
の
増
額
に
よ
る
約
84
億
円 

の
収
支
不
足
を
臨
時
財
政
対
策
債
や
財
政

調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
で
補ほ

填て
ん

す
る
。
コ

ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
平
常
時
の
予
算
編
成

で
は
収
支
不
足
を
見
直
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
今
年
度
は
人
件
費
の
増
額
等
に
よ
る

予
算
計
上
に
伴
い
、
財
源
確
保
の
た
め
に

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
今
後
、
同
基

金
繰
入
金
は
不
測
の
事
態
に
備
え
、
基
金

残
高
の
２
分
の
１
を
目
安
と
し
て
い
く
。

小
学
校
給
食
無
償
化
の
通
年
実
施
を

問　
物
価
高
騰
の
改
善
の
見
通
し
が
立
た

な
い
中
、
小
学
校
給
食
無
償
化
の
予
算
が

半
年
分
し
か
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
無
償

化
が
全
国
的
に
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
も

踏
ま
え
、
通
年
実
施
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

答　
令
和
６
年
６
月
か
ら
国
で
定
額
減
税

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
半
年
間

の
限
定
的
な
対
応
と
し
て
実
施
す
る
。
学

校
給
食
法
上
の
保
護
者
負
担
の
原
則
に
基

づ
き
、
10
月
以
降
は
負
担
を
お
願
い
す
る
。

吹
田
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
活
用
を

問　
平
成
30
年
９
月
定
例
会
で
、
紫
金
山

公
園
の
魅
力
向
上
の
一
つ
と
し
て
、
吹
田

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
活
用
を
提
案
し
た
。

同
公
園
は
飲
食
店
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
サ 

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
利
用
価
値
が
あ
る
。
同

公
園
駐
車
場
と
の
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
検
討
状
況
を
示
せ
。

答　
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
協
議
を
進
め
て
い

る
。
今
後
は
庁
内
の
関
係
部
署
と
足
並
み

を
そ
ろ
え
、
連
携
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況

問　
中
学
校
給
食
全
員
喫
食
に
向
け
、
日

本
一
お
い
し
く
魅
力
的
な
給
食
提
供
を
健

都
発
で
目
指
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
て

き
た
。
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
当

初
計
画
の
令
和
８
年
度
よ
り
遅
れ
る
の
か
。

答　
物
価
高
騰
の
影
響
で
事
業
者
の
参
入

意
欲
が
低
下
し
、
当
初
の
時
期
で
の
給
食

提
供
開
始
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
現
在
、

経
済
状
況
も
一
定
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
、

改
め
て
事
業
を
進
め
て
お
り
令
和
６
年
度

の
早
い
段
階
で
整
備
方
針
を
示
し
て
い
く
。

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

澤さ
わ

田だ

　
直な

お

己き

大
阪
維
新
の
会

乾い
ぬ
い

　
　
　
詮さ

と
し

公
　
明
　
党井い

の

上う
え

真ま

佐さ

美み
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学
校
統
合
へ
の
丁
寧
な
課
題
対
応
を

問　
山
五
小
と
山
三
小
の
統
合
に
よ
っ
て
、

児
童
の
精
神
的
な
ケ
ア
は
も
と
よ
り
、
留

守
家
庭
児
童
育
成
室
の
運
営
や
地
域
活
動

な
ど
多
様
な
課
題
が
生
じ
る
。
児
童
や
保

護
者
、
地
域
団
体
等
に
寄
り
添
う
た
め
に
、

全
庁
を
挙
げ
た
丁
寧
な
取
り
組
み
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
指
摘
の
と
お
り
、
統
合
に
よ
り

何
ら
か
の
影
響
が
及
ぶ
関
係
者
に
対
し
て

は
誠
意
あ
る
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

行
政
の
責
務
と
し
て
不
登
校
支
援
を

問　
不
登
校
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
、
経

済
事
情
で
民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の

支
援
施
設
を
利
用
で
き
な
い
家
庭
も
あ
る
。

す
べ
て
の
子
ど
も
が
等
し
く
教
育
を
受
け

る
た
め
に
、
行
政
の
責
務
で
積
極
的
に
支

援
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
子
供
食
堂
な
ど
居
場
所
支
援
に
関
す

る
予
算
を
増
額
提
案
し
て
い
る
ほ
か
、
子

ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
面

談
等
の
手
法
で
自
立
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
普
及
促
進
を

問　

２
０
２
４
年
度
予
算
の
自
転
車
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
補
助
費
用
に
つ
い
て
は
、
効

果
を
及
ぼ
す
よ
う
事
業
目
標
を
示
し
、
既

存
事
業
よ
り
公
平
で
充
実
し
た
制
度
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
事
業
の
最
終
目
標
は
自
転
車
運

転
者
の
安
全
意
識
を
高
め
、
重
大
事
故
を

な
く
す
こ
と
で
あ
る
。
年
度
内
の
申
請
件

数
が
当
初
計
画
を
大
幅
に
上
回
る
場
合
は
、

補
正
予
算
で
の
事
業
拡
大
等
を
検
討
す
る
。

吹
田
独
自
の
教
科
書
採
択
に
つ
い
て

問　
教
職
員
の
人
事
権
移
譲
に
向
け
、
市

独
自
の
教
育
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
に
実
施
さ

れ
る
中
学
校
用
教
科
書
の
採
択
に
あ
た
っ

て
、
市
独
自
に
取
り
組
む
こ
と
は
あ
る
か
。

答　
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
市
民
意
見
等

を
広
く
反
映
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
整
え

る
と
と
も
に
、
採
択
の
際
に
、
傍
聴
者
に

も
教
科
書
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
す

る
な
ど
、
よ
り
開
か
れ
た
採
択
に
努
め
る
。

公
園
魅
力
向
上
事
業
の
手
法
改
善
を

問　
公
園
魅
力
向
上
事
業
で
、
住
民
等
へ

の
説
明
不
足
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

混
乱
や
事
業
の
遅
延
が
生
じ
て
い
る
。
関

係
者
と
の
連
携
改
善
や
住
民
へ
の
十
分
な

説
明
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
趣
旨
や
ル
ー
ル

を
整
理
し
参
加
者
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、

事
前
に
関
係
者
と
の
連
携
や
住
民
へ
の
説

明
を
丁
寧
に
行
う
。
多
様
な
意
見
を
参
考

に
、
よ
り
よ
い
公
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

地
方
自
治
法
改
正
案
へ
の
見
解
は

問　
感
染
症
や
災
害
な
ど
国
民
の
安
全
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
に
、
国
か
ら

自
治
体
に
必
要
な
指
示
が
で
き
る
特
例
を

設
け
た
地
方
自
治
法
改
正
案
が
、
国
会
で

審
議
中
で
あ
る
。
改
正
案
は
市
民
に
も
影

響
し
、
地
方
自
治
を
揺
る
が
す
可
能
性
も

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
国
と
自
治
体
の
対
等
な
関
係
が

損
な
わ
れ
な
い
の
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
り
、
そ
の
議
論
に
は
注
目
し
て
い
る
。

質 問（ 個 人 質 問 ）
今定例会では28人の議員が質問（個人質問）
を行いました。

市
主
催
の
手
話
講
習
会
の
充
実
を

問　
市
の
手
話
講
習
会
は
、
現
在
受
講
希

望
者
が
定
員
を
上
回
っ
て
い
る
。
手
話
言

語
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
に
、
定
員
や

実
施
日
の
拡
大
な
ど
の
充
実
策
に
つ
い
て
、

当
事
者
団
体
等
と
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
引
き
続
き
定
員
の
拡
大
を
目
指
す
と

と
も
に
、
講
習
会
の
共
催
者
で
講
師
も
務

め
る
当
事
者
団
体
や
、
講
座
運
営
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
団
体
と
調
整
し
、
講
座

の
充
実
策
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

吹
　
田
　
党石い

し

川か
わ

　
　
勝ま

さ
る

大
阪
維
新
の
会

林は
や
し

　
　
恭や

す

広ひ
ろ

公
　
明
　
党小こ

北き
た

　
一か

ず

美み

大
阪
維
新
の
会

今い
ま

西に
し

　
洋よ

う

治じ

日
本
共
産
党竹た

け

村む
ら

　
博ひ

ろ

之ゆ
き

日
本
共
産
党玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

参
　
政
　
党中な

か

西に
し

　
勇ゆ

う

太た
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万
博
を
中
止
し
、
能
登
半
島
地
震
の 

被
災
地
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
せ
よ

問　
事
業
費
が
膨
ら
み
続
け
る
大
阪
・
関

西
万
博
は
中
止
し
、
能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に
す
べ
き
と

所
属
政
党
は
国
に
要
望
し
て
い
る
。
国
等

へ
の
意
見
や
、
同
万
博
に
よ
る
増
税
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
政
治
的
立
場
か
ら
述
べ
ら
れ
た

意
見
に
対
し
て
、
市
が
見
解
を
述
べ
る
立

場
に
は
な
い
た
め
、
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

福
祉
人
材
確
保
の
た
め
の
緊
急
対
策

問　
人
材
確
保
で
き
て
い
る
市
内
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
５
割
未
満
と
の
調

査
結
果
が
あ
る
。
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
た
め
、
事
業
所
で
働
く
市
民
の
奨
学

金
返
還
や
家
賃
の
補
助
な
ど
、
緊
急
対
策

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
事
業
所
ご
と
に
採
用
状
況
が
異
な
り
、

ま
ず
は
人
材
採
用
に
関
す
る
研
修
実
施
や

個
別
相
談
を
行
い
、
個
々
の
事
業
所
が
求

め
る
人
材
を
確
保
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

特
殊
詐
欺
被
害
対
策
を
強
化
せ
よ

問　
集
中
対
策
本
部
の
設
置
が
終
了
し
た

が
、
本
市
の
被
害
件
数
は
前
年
よ
り
増
加

し
て
お
り
継
続
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

防
犯
機
能
付
電
話
機
の
購
入
補
助
な
ど
、

従
前
の
対
策
の
評
価
と
詐
欺
被
害
撲
滅
へ

の
決
意
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
本
市
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
は

確
実
に
犯
罪
者
へ
届
い
て
い
る
。
今
後
も

関
係
機
関
と
連
携
し
、
卑
劣
な
犯
罪
を
撲

滅
す
る
と
い
う
強
い
思
い
で
市
民
を
守
る
。

未
改
修
の
学
校
ト
イ
レ
を
整
備
せ
よ

問　
学
校
ト
イ
レ
の
臭
い
や
和
式
問
題
は

今
な
お
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
校
舎
の
改

修
な
ど
学
校
教
育
環
境
の
整
備
に
多
額
の

予
算
を
伴
う
こ
と
は
理
解
す
る
が
、
整
備

予
定
の
な
い
未
改
修
ト
イ
レ
は
、
早
急
に

改
修
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
整
備

手
法
や
年
次
計
画
の
策
定
を
検
討
す
る
な

ど
、
早
期
に
改
修
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

水
道
管
路
の
耐
震
化
を
推
進
せ
よ

問　
能
登
半
島
地
震
の
断
水
被
害
を
鑑
み

る
と
、
上
水
道
管
路
の
耐
震
化
は
有
効
な

災
害
対
策
で
あ
る
。
現
在
の
耐
震
化
計
画

を
前
倒
し
、
一
般
会
計
か
ら
税
金
を
投
入

し
て
で
も
迅
速
に
進
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
管
路
の
耐
震
化
は
他
市
よ
り
高
水
準

で
更
新
し
て
お
り
今
後
も
進
め
て
い
く
。

公
営
企
業
の
独
立
採
算
の
原
則
に
基
づ
き
、

必
要
経
費
は
受
益
者
負
担
に
よ
る
適
正
な

料
金
水
準
で
の
運
営
が
合
理
的
と
考
え
る
。

市
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問　
市
職
員
の
離
職
防
止
や
優
秀
な
人
材

確
保
の
た
め
に
は
、
働
き
や
す
い
環
境
整

備
が
重
要
で
あ
る
。
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
度
を
導
入
す
る
自
治
体
も
あ
り
、
本
市

も
働
き
方
改
革
や
生
産
性
向
上
に
向
け
、

同
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
長　
多
様
な
働
き
方
の
一
つ
と
し
て
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
範
囲
で
、

現
行
の
時
差
勤
務
制
度
を
さ
ら
に
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
に
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
。

公
　
明
　
党矢や

野の

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

参
　
政
　
党久く

保ぼ

　
直な

お

子こ

立
憲
民
主
党西に

し

岡お
か

　
友と

も

和か
ず

　「市議会におけるハラスメント防止について」と
題し、ハラスメント対応を重点分野とされている
大阪弁護士会所属の加納弁護士を講師にお招きし、
議員が理解しておくべきさまざまなハラスメント
について研修会を実施しました。
講師：大阪弁護士会　弁護士　加納　淳子氏
　　　（弁護士法人第一法律事務所）

議員研修会を実施しました

４月に開催した議員研修会

日
本
共
産
党塩し

お

見み

み
ゆ
き

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

泉い
ず

井い

　
智と

も

弘ひ
ろ

公
　
明
　
党浜は

ま

川か
わ

　
　
剛つ

よ
し
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す
べ
て
の
子
供
に
平
等
な
教
育
を

問　
院
内
学
級
の
利
用
な
ど
の
際
に
、
十

分
に
学
ぶ
機
会
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
子

供
た
ち
が
い
る
と
側
聞
す
る
。
教
育
委
員

会
は
教
育
の
機
会
均
等
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

答　
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
の
機

会
の
保
障
を
適
切
に
行
う
責
務
が
あ
る
。

答
教
育
長　
子
供
を
取
り
巻
く
多
様
な
課

題
に
対
応
し
、
す
べ
て
の
児
童
、
生
徒
へ

の
柔
軟
な
教
育
機
会
の
提
供
に
努
め
る
。

中
学
校
全
員
給
食
の
検
討
状
況
は

問　
中
学
校
全
員
給
食
に
関
す
る
議
論
が

重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
わ
が
会
派
は
市
が

進
め
る
健
都
で
の
民
設
民
営
の
施
設
整
備

計
画
で
は
な
く
、
給
食
の
安
定
供
給
に
向

け
た
整
備
方
策
を
一
貫
し
て
求
め
て
き
た
。

市
の
計
画
は
進し

ん

捗ち
ょ
くが

見
ら
れ
な
い
が
、
次

の
方
策
の
早
急
な
検
討
が
必
要
で
な
い
か
。

答　
既
存
の
計
画
実
現
性
の
検
討
と
併
せ
、

業
務
の
継
続
性
等
の
観
点
か
ら
、
複
数
の

整
備
手
法
、
場
所
で
比
較
検
討
し
て
い
る
。

民
間
と
の
人
事
交
流
制
度
確
立
を

問　
行
政
課
題
が
複
雑
化
、
高
度
化
す
る

中
、
公
務
員
の
対
応
能
力
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
。
民
間
企
業
と
人
事
交
流
を
図
り
、

そ
の
知
見
を
活
用
し
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
制
度
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
民
間
の
知
見
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
、

本
市
の
施
策
推
進
に
も
有
益
で
あ
る
。
行

政
課
題
の
対
応
に
必
要
な
能
力
を
見
極
め
、

職
員
研
修
計
画
の
中
で
よ
り
効
果
的
な
取

り
組
み
手
法
等
も
定
め
、
推
進
し
て
い
く
。

介
護
人
材
確
保
へ
の
独
自
施
策
を

問　
国
が
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
引
き
下

げ
を
決
め
た
こ
と
で
、
人
材
不
足
の
深
刻

化
が
見
込
ま
れ
る
。
事
業
者
等
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
市
独
自
施
策
を
早
急
に
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
今
後
も
事
業
者
等
の
声
を
聴
き
、
介

護
職
員
処
遇
改
善
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
。

答
副
市
長　
事
業
者
等
の
状
況
を
見
極
め
、

本
市
の
高
齢
者
が
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
よ
う
体
制
確
保
に
努
め
る
。

公
的
行
事
の
私
物
化
を
是
正
せ
よ

問　
吹
田
市
二
十
歳
を
祝
う
式
典
に
お
い

て
、
ゲ
ス
ト
と
と
も
に
市
長
が
出
席
し
、

親
子
関
係
に
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
発
言

が
あ
っ
た
。
市
長
の
個
人
的
利
益
に
つ
な

が
り
、
公
費
の
使
い
方
と
し
て
も
不
適
切

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
指
摘
の
発
言
が
、
私
自
身
の
い

か
な
る
利
益
に
つ
な
が
る
の
か
理
解
で
き

な
い
。
式
典
へ
の
出
席
は
公
務
で
あ
り
、

適
正
な
公
費
の
使
い
方
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
児
童
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
は

問　
児
童
セ
ン
タ
ー
等
の
利
用
対
象
年
齢

の
拡
大
に
伴
い
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
の
展
開
や
学
校
連
携
は
ど
の
よ
う
な
検

討
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
子
ど
も
か

ら
の
意
見
聴
取
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　
成
長
に
応
じ
た
悩
み
等
に
寄
り
添
う

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
等
と

の
連
携
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
。
子
ど
も
会

議
の
設
置
な
ど
、
子
ど
も
主
体
の
居
場
所

づ
く
り
と
な
る
仕
組
み
構
築
を
検
討
す
る
。

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
を

問　
被
災
時
や
平
時
で
の
活
用
、
他
市
被

災
地
へ
の
支
援
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
、

本
市
で
も
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答　
導
入
の
有
用
性
は
認
識
し
て
い
る
。

平
時
、
有
事
の
運
用
面
の
課
題
整
理
や
他

市
事
例
の
情
報
収
集
等
を
行
っ
て
い
く
。

答
市
長　
技
術
的
な
課
題
、
本
市
特
有
の

都
市
状
況
や
災
害
想
定
を
考
慮
し
、
他
市

事
例
も
研
究
し
た
う
え
で
検
討
し
て
い
く
。

水
道
料
金
改
定
の
見
通
し
に
つ
い
て

問　
水
道
事
業
に
お
け
る
財
源
の
９
割
は

水
道
料
金
収
入
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
事

業
運
営
の
た
め
に
料
金
改
定
が
必
要
な
場

合
は
、
市
民
と
の
対
話
を
行
い
適
切
な
時

期
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の
料
金

改
定
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

答　
現
在
の
物
価
水
準
で
必
要
な
設
備
投

資
を
進
め
る
と
、
資
金
確
保
が
困
難
と
な

る
令
和
９
年
度
か
ら
の
料
金
改
定
を
視
野

に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

梶か
じ

川か
わ

　
文ふ

み

代よ

大
阪
維
新
の
会

橋は
し

本も
と

　
　
潤じ

ゅ
ん

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

有あ
り

澤さ
わ

　
由ゆ

真ま

日
本
共
産
党柿か

き

原は
ら

　
真ま

生き

大
阪
維
新
の
会

井い

口ぐ
ち

　
直な

お

美み

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

五い

十そ

川が
わ

有ゆ

香か

大
阪
維
新
の
会

高た
か

村む
ら

　
将ま

さ

敏と
し

大
阪
維
新
の
会

後ご

藤と
う

久く

美み

子こ
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学
校
配
分
予
算
に
防
犯
対
策
枠
を

問　
学
校
の
防
犯
力
向
上
は
地
域
単
位
の

安
心
、安
全
に
つ
な
が
る
。学
校
配
分
予
算

に
、
使
途
を
防
犯
対
策
に
限
定
し
た
予
算

を
新
た
に
計
上
し
、
学
校
長
裁
量
で
各
校

の
状
況
や
特
性
に
応
じ
た
執
行
を
可
能
に

し
て
は
ど
う
か
。
副
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
副
市
長　
学
校
の
防
犯
対
策
は
極
め
て

重
要
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
で
各
学
校

で
の
防
犯
対
策
を
検
証
し
、
必
要
な
予
算

要
求
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

保
育
園
の
内
定
通
知
を
早
期
化
せ
よ

問　
現
在
の
保
育
園
の
内
定
通
知
ス
ケ
ジ 

ュ
ー
ル
で
は
、
保
護
者
の
職
場
復
帰
や
保

育
園
側
の
保
育
士
の
確
保
に
も
影
響
を
与

え
て
し
ま
う
。
通
知
時
期
を
早
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
Ａ
Ｉ
選
考
の
導
入
な
ど
、
内
定
通
知

の
早
期
化
に
努
め
て
き
た
が
、
選
考
事
務

は
一
定
の
期
間
を
要
し
、
現
状
の
ス
ケ
ジ�

ュ
ー
ル
を
設
定
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き

続
き
、
他
市
事
例
の
調
査
研
究
に
努
め
る
。

介
護
報
酬
引
き
下
げ
へ
の
対
策
を

問　
来
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
訪
問
介

護
の
基
本
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
本

市
の
調
査
で
訪
問
介
護
事
業
者
の
多
く
が

人
材
不
足
を
感
じ
て
い
る
と
の
結
果
が
あ

る
中
、
経
営
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
、
在

宅
介
護
の
崩
壊
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。

市
は
特
別
な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
報
酬
改
定
に
よ
る
影
響
の
実
態
把
握

に
努
め
、
市
民
が
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
体
制
の
確
保
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
食
堂
に
お
け
る
事
業
評
価
は

問　

２
０
２
４
年
度
予
算
で
、
子
ど
も
食

堂
の
開
設
補
助
に
加
え
、
運
営
費
助
成
を

計
上
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
子
ど
も
食

堂
に
お
け
る
事
業
評
価
や
貧
困
対
策
の
成

果
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
か
。

答　
子
ど
も
食
堂
の
利
用
者
は
多
く
、
交

流
の
場
な
ど
の
重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い

る
。
運
営
の
安
定
性
等
の
確
保
が
課
題
と

聞
い
て
お
り
、
今
後
も
効
果
的
な
支
援
策

を
研
究
し
、
よ
り
一
層
の
展
開
に
努
め
る
。

今
後
の
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

問　
令
和
６
年
度
に
前
回
の
水
道
料
金
改

定
か
ら
５
年
目
を
迎
え
、
現
行
料
金
の
算

定
期
間
を
終
え
る
。
同
年
度
予
算
は
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
現
行
料
金
で
は
今

後
の
事
業
経
営
に
不
安
が
残
る
が
、
料
金

改
定
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

答　
現
在
の
物
価
水
準
で
計
画
ど
お
り
施

設
整
備
を
進
め
る
と
、
必
要
資
金
を
確
保

で
き
な
い
経
営
状
況
と
な
る
た
め
、
令
和

９
年
度
か
ら
料
金
改
定
を
見
込
ん
で
い
る
。

上
下
水
道
の
液
状
化
対
策
に
つ
い
て

問　
本
市
の
上
下
水
道
は
耐
震
化
を
進
め

て
い
る
と
聞
く
が
、
地
震
に
よ
る
液
状
化

現
象
に
も
対
応
可
能
な
の
か
。
同
現
象
対

策
の
現
状
と
今
後
に
関
し
、
見
解
を
問
う
。

答　
本
市
上
水
道
の
耐
震
管
は
、
液
状
化

区
域
で
の
地
盤
変
動
に
も
、
管
路
全
体
と

し
て
対
応
可
能
で
あ
る
。
下
水
道
も
液
状

化
を
想
定
し
た
管
き
ょ
の
対
策
を
実
施
し
、

令
和
７
年
度
か
ら
は
液
状
化
で
浮
上
す
る

マ
ン
ホ
ー
ル
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
す
る
。

吹
田
事
件
を
授
業
で

問
　
昭
和
27
年
に
デ
モ
隊
と
警
察
官
が
衝

突
し
多
数
の
負
傷
者
が
出
た
吹
田
事
件
は

「
日
本
共
産
党
の
戦
後
秘
史
」等
、
多
く
の

書
籍
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
平
和
学
習

や
郷
土
の
歴
史
と
し
て
総
合
学
習
等
の
時

間
を
使
い
学
校
で
教
え
て
は
ど
う
か
。

答　
本
市
の
郷
土
史
で
あ
る
吹
田
事
件
も

含
め
た
歴
史
に
つ
い
て
、
特
定
の
見
方
や

考
え
方
に
偏
っ
た
取
り
扱
い
に
留
意
し
た

う
え
で
、
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
く
。

大
阪
維
新
の
会

川か
わ

田た

　
　
尚ひ

さ
し

吹
　
田
　
党後ご

藤と
う

　
恭き

ょ
う

平へ
い

日
本
共
産
党山や

ま

根ね

　
建た

け

人と

大
阪
維
新
の
会

清し

水み
ず

　
亮り

ょ
う

佑す
け

議会中継の字幕配信を実施しています
　本会議のライブ中継画面で、「字幕表示あり」を選
択すると、文字通訳（字幕）をご利用いただけます。
インターネット放映は、パソコンのほか、スマート
フォン等の携帯端末からでも視聴できます。
　市議会ホームページの「議会中継
（インターネット）」からアクセスし
て、ぜひご覧ください。

議会中継

大
阪
維
新
の
会

江え

口ぐ
ち

礼れ
い

四し

郎ろ
う

日
本
共
産
党益ま

す

田だ

　
洋よ

う

平へ
い

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

藤ふ
じ

木き

　
栄え

い

亮す
け
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市議会ホームページから会議録の検索、閲覧ができます
パソコン、スマートフォン等で、議会の会議録（本会議録、委員会記録）をご覧になれます。
なお、本会議については、正式な会議録が作成されるまでの間、速報版を掲載しています。
（速報版は、本会議最終日（討論・採決）から、おおむね20日以内にその会期中の会議録を掲
載し、正式な会議録を会議録検索システムに掲載した時点で削除します。）

①をクリックすると、閲覧したい日の会議録
が選べます。

②をクリックすると、検索システムのトップ
画面が表示されますので、右上にある「検索」
ボタンをさらにクリックし、表示された画面
内の対象年、キーワード、発言
者、会議の種類などの条件を絞
り込めば、質問や答弁を検索す
ることができます。

本会議録の速報版の閲覧方法

会議録検索システムの閲覧方法

会議録
検索システム

市議会の
ホームページ

①
②

　継続審査とは、提案された議案などについて、当該会期中に審議が終了しなかっ
たため、付託を受けた委員会が、閉会中に引き続き審査を行うことです。
　議会は会期中に限って活動することを原則としていますが、議案等の性質などから、当該会期中に結論
を得るに至らなかった場合、本会議での承認の議決により、例外的に継続審査を行うことができます。
　なお、継続審査に期限を定めたときには、その期限まで継続して審査を行うことになりますが、特に期
限を定めていないときには、次の定例会までと解されています。

　令和6年4月16日に岡山県倉敷市で開催された中核市
議会議長会において、60市が参加した「第19回議会報コ
ンクール」が行われ、令和6年1月1日発行の「すいた市議
会だより第333号　9月定例会・新年号」が審査員特別賞
を受賞しました。

「継続審査」
教えて！議会のこと

吹田市イメージキャラクター
すいたん

すいた市議会
だより第333号

9月定例会・新年号 賞状と記念品

中核市議会議長会　第19回議会報コンクールで
審査員特別賞を受賞しました
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※�分科会や委員会の質疑内容等は、委員会記録をご覧ください。また、本会議での賛否の状況は、14、15面の議決結果をご覧ください。

常任委員会の審査から

予
算
常
任
委
員
会

【
審
査
案
件
】

予
算
関
係
の
議
案

　
予
算
常
任
委
員
会
に
は
予
算
案
19
件

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第29号　令和６年度一般会計予算
　総額1,708億4,862万円、前年度比9.3％の増
議案第30～37号　令和６年度特別会計予算（国民健康保険等８件）
　総額824億448万円、前年度比6.8％の増
議案第38号、39号　令和６年度事業会計予算（水道、下水道）
　総額291億4,345万円、前年度比4.1％の減
議案第40号　令和５年度一般会計補正予算（第10号）
　�小・中学校校舎等大規模改造工事の実施に係る経費など、28億9,474
万円の増額補正

主 な 付 託 案 件

賛成多数で
承  認議案第29号　令和６年度一般会計予算

〈主な内容〉
○人権推進事業� 40万円
　犯罪被害者等に対する見舞金支給に係る経費

○都市魅力創造事業� 2,300万円
　�大阪・関西万博を契機としたシティプロモーショ
ンに係る経費

○特定教育・保育施設等運営支援事業　�
� 480万円
　�私立保育所等における防犯対策物品の購入費補
助に係る経費

○家庭児童相談事業� 420万円
　�ヤングケアラーコーディネーターの配置に係る
経費

○地域福祉活動推進事業ほか�
� 2,466万円
　�成年後見制度利用促進等を目的とした中核機関
の設置に係る経費

○認知症施策等総合支援事業� 50万円
　認知症伴走型支援事業の実施に係る経費

○児童発達支援事業� 1,207万円
　こども発達支援センターの機能強化に係る経費

○施設型・地域型保育給付事業�
� ５億5,147万円
　�保育所等における第2子の保育料（利用者負担額）
の無償化に係る経費

○�障害福祉サービス等人材確保・�
養成事業ほか� 298万円

　�障害福祉サービス事業所等および介護保険サー
ビス事業所に対する人材確保等に係る支援の実
施に係る経費

○子供の生活支援事業� １億3,576万円
　�生活保護・児童扶養手当受給世帯の小学５年生
から中学３年生までの児童・生徒の習い事費用
の助成に伴う経費

こども発達支援センター
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〈主な内容〉

〈賛成意見の概要〉

〈反対意見の概要〉

〈総括質疑の主な質疑項目〉

○�一部事業において市長の市政の私物化を疑う予算がある一方、市民福祉や生活に関わる事業は削減されてお
り、到底納得できない。予算編成や事業の在り方への指摘を受け入れようとしない姿勢は、市民の血税を扱
う自治体のチェック機能が欠落している。また、障がい者福祉年金廃止に係る議論の中では、市長が当事者
の声を聴いているのか疑わしい状況が明らかとなり、当事者をおざなりにした予算提案には賛成できない。

○�公民館や児童センターなど、地元関係者等との合意形成が不十分なまま提案されている内容が多い。改め
て多様な市民の立場に立ち、平等に意見を聴き、本来あるべき市民本位の市政とされることを望む。予算
については、効果的、効率的なのか、また新規拡充事業は緊急性、重要性、費用対効果等を十分精査する
必要があるが、その中で住民自治本位の姿勢である民主的なプロセスが見られないことから反対する。

○�少子高齢化社会の進展に伴う社会保障経費の増大に対応するため、特別職職員や部長級の一般職職員の人
数を削減する必要性

○子ども医療費助成の自己負担の廃止を検討する必要性
○生成AIをより効果的に活用するため、全庁横断的に取り組みを進める必要性
○事業の再編などの際に行われるべき市民への十分な説明等が不足していることに関しての市の認識

○�非課税と認識していた障害者相談支援業務等の委託における人件費の消費税額について、国の通知で課税対
象である旨が示され、過去の支給分も含めた予算が計上されている。遡

そ
及
きゅう
に伴う延滞税等は受託法人の負担

とされているが、全国的に誤って認識されてきたのは国の周知不足が要因と考える。当該事業を非課税とす
るよう、他自治体と連携し、法整備も含め、実態に合わせた対応をとるよう国に要望することを求める。

○公共交通施設等対策事業� 690万円
　�ユニバーサルデザ
インタクシー導入
に対するタクシー
事業者への補助に
係る経費

○佐井寺西土地区画整理事業ほか　�
� 37億86万円
　�佐井寺西地区における土地区画整理事業の推進
に係る経費

○消防総務事業ほか� 33億469万円
　�総合防災センターでの５市（豊中市、吹田市、池
田市、箕面市、摂津市）共同消防指令センターの
運用開始に係る経費

○教育相談事業ほか� 2,800万円
　不登校支援体制の強化に伴う経費

○小・中学校給食事業� 7億2,426万円
　�子育て世帯への経済支援策として、小学校給食
費の無償化（半年間）および中学校給食費の半額
補助（1年間）の実施に係る経費

○障害者生活支援事業　3,907万円　障害者相談支援業務における委託料の再算定に伴う増額経費

４月に南千里駅前に移転、開室した教育支援教室

議案第40号　令和５年度一般会計補正予算（10号） 全員賛成で
承  認
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議案第１号　会計年度任用職員の給与等条例の一部改正

議案第18号　消防団条例の一部改正

議案第26号　�豊中市・吹田市・池田市・箕面市・摂津市�
消防通信指令事務協議会規約の一部変更

全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

○勤勉手当の支給の時期と割合

○勤勉手当の支給要件となる任用期間の算定方法

○�国の通知を踏まえ、給与改定を遡
そ
及
きゅう
して適用する

必要性

〇休団基準を規則で定める必要性

○�各分団で休団の判断に差異が生じない対策の検討

○これまで降任制度が条例に明記されていなかった理由

○勤務実績がよくない消防団員への免職処分の実施

○本市が目標としている消防団員数

○女性の消防団員を増やす取り組みの推進

〇北大阪消防指令センターで勤務する本市の消防職員数

○受信した119番通報の情報に係る各市消防本部への伝達方法

○新たな自治体が協議会に追加された場合の経費の負担割合

○会計年度任用職員数の今後の推移

○�条例改正を契機としたさらなる人材確保策の検討

財
政
総
務
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

防
犯
・
防
災
、
消
防
、
行
財
政
な
ど

　
財
政
総
務
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
３
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

全員賛成で
承  認

全員賛成で
承  認

付 託 案 件
議案第１号　会計年度任用職員の給与等条例の一部改正
　会計年度任用職員に勤勉手当を支給するものです。
議案第18号　消防団条例の一部改正
　消防団員の身分の取り扱いを変更するものです。
議案第26号　�豊中市・吹田市・池田市・箕面市・摂津市消防通信指令�

事務協議会規約の一部変更
　�協議会の事務所の変更に係る規約の一部変更について、関係市と協議
を行うものです。

協議会事務所が入る総合防災センター
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議案第10号　財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正

議案第15号　水道事業の設置等に関する条例の一部改正

全員賛成で
承  認

全員賛成で
承  認

議案第28号　市道路線の認定及び廃止 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

○無償または減額貸し付けの条件および減額割合
○無償または減額貸し付け対象の拡大に係る検討の経過
○�無償または減額貸し付けにおける今後のさらなる対象拡大
の予定

○�普通財産貸し付けで市の公募事業実施中の民間事業者への
条例改正後の無償貸し付け等に関し、それを認知せず応募
しなかった事業者との公平性に関する市の考え

○�普通財産の無償または減額貸し付けを行っている他自治体
の事例

○�給水人口の増加にもかかわらず１日最大給水量が減少して
いる理由

○給水人口および１日最大給水量の見直しを行う判断基準
○�本条例改正と並行して手続きを進める泉浄水所の取水地点
変更の詳細

○本件各路線の市道認定および廃止に係る経緯
○市道認定の有無による道路管理方法の差異
○災害時における認定外路線の取り扱い

泉浄水所

建
設
環
境
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

道
路
、
公
園
、
水
道
、
環
境
な
ど

　
建
設
環
境
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
８
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第10号　財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正
　�普通財産の無償貸し付けまたは減額貸し付けの対象を拡大するもので
す。

議案第15号　水道事業の設置等に関する条例の一部改正
　給水人口および１日最大給水量を変更するものです。
議案第28号　市道路線の認定及び廃止
　�道路法の規定により、藤白台58号線ほか15路線を認定するとともに、
川岸南吹田線ほか１路線を廃止しようとするものです。

主 な 付 託 案 件
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〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

○入園希望者が定員を超える場合の弾力的な運用
○�新たに設置する幼保連携型認定こども園の命名
方法

○�市民の保育ニーズに応じて公立保育園を適正に
配置する必要性

○保育士の人材確保支援に関する取り組み状況
○パブリックコメントに対する市の対応

○�納付額の算定方法が分かる資料を保険料通知に
同封する必要性

○�介護保険給付に係る国、府、市での公的費用の
負担割合および保険料の負担軽減策

○�被保険者からの納付相談に対して丁寧な対応を
行う必要性

○�保険料の府内統一化後に本市が府の賦課限度額
を適用しない裁量の有無

○�市の独自減免基準廃止後における減免相談への
対応

○�保険料の増額により見込まれる被保険者からの
問い合わせの増加への対応

○�保険料の府内統一化後に災害や感染症が発生し
た場合における減免適用に至る手続きの流れ

○�パブリックコメントの回答結果の公表を半年以
上放置し、一部は募集項目に対する意見ではな
いとして回答をしていない。市民に対して丁寧
に対応し、理解を得るための努力を求める。

○�今後も保育所利用のニーズ調査を行い、加配の
必要性や定員数の増減、地域の保育園や幼稚園
との関係性などの把握に努めることを要望する。

○保険料減免の対象となる要件

〈反対意見の概要〉
○�所得階層第４段階以上のすべてで保険料が引き
上げとなる改正には反対である。また、国に対
して国庫負担金の増額を要望することを求める。

○本条例改正による被保険者へのデメリット

〈反対意見の概要〉
○�府内統一化により、賦課権は市にあるにもかか
わらず市独自の判断ができず、府で定めた賦課
限度額へ変更する改正は認めることができない。

○�一見、低所得者に配慮した内容に思えるが、実
際はほとんどの世帯で保険料が増額し、被保険
者にとって厳しい改正であるため賛成できない。

議案第５号　教育・保育施設条例の一部改正

議案第６号　介護保険条例の一部改正

議案第９号　国民健康保険条例の一部改正

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

福
祉
、
医
療
、
子
育
て
な
ど

　
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

５
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

主 な 付 託 案 件
議案第５号　教育・保育施設条例の一部改正
　�南山田幼稚園および山田保育園を統合し、幼保連携型認定こども園と
するものです。

議案第６号　介護保険条例の一部改正
　介護保険の保険料率の改定を行うものです。
議案第９号　国民健康保険条例の一部改正
　�国民健康保険法施行令の改正内容に準じ、保険料軽減対象を拡大する
とともに、保険料の賦課限度額を大阪府国民健康保険運営方針に定め
る内容のとおりとするものです。

議案第４号　児童会館条例の一部改正
　�児童会館の取り組みの拡大等を行うとともに、高城児童会館の位置お
よび名称を変更するものです。

〈賛成意見の概要〉

全員賛成で
承  認

賛成多数で
承  認

賛成多数で
承  認
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〈報告内容〉
○�本議案は、健康福祉常任委員会に付託されたが、審査が終わっていないため、次の定例会まで継続審査とし
てもらいたい。

議案第４号　児童会館条例の一部改正【継続審査】

議案第17号　公民館条例の一部改正

〈主な質疑項目〉
○�本条例改正に伴う北千里地区公民館を含めた複
合施設のより一体的な運営が利用者にもたらす
メリット

○�本条例改正により同公民館の当該業務の現状が
確実に改善すると判断した理由

○�再公募することなく安易に当該業務を現在の指
定管理者の業務に加えることの妥当性

○�地域や利用者との対話が不十分な中で、拙速に
当該業務を指定管理者に担わせることの是非

○�当該業務の円滑な実施に向けて地域人材の活用
を指定管理者に働きかける必要性

○現状の市と指定管理者との連携状況
○�同公民館を含むまちなかリビング北千里に関し、
市のホームページを現状に合った内容に更新す
る必要性

〈賛成意見の概要〉
○�複合施設の運営において、業務拡大により一体
的に指定管理者制度が活用されることで、公民
館運営がより効果的に行われることを期待し、
賛成とする。

賛成多数で
承  認

文
教
市
民
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

教
育
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

　
文
教
市
民
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

１
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第17号　公民館条例の一部改正
　北千里地区公民館の指定管理者の業務を拡大するものです。

付　託　案　件

〈反対意見の概要〉
○�再公募もせず、地域連携が不十分な現在の指定管
理者に当該業務を担わせるのは安易で、市民意見
に耳を傾けない姿勢も問題であるため、認めるこ
とはできない。

○�拙速に当該業務を現在の指定管理者に担わせるこ
とは到底納得がいかないため反対する。地域や利
用する市民と十分な対話をし、再検討することを
求める。

北千里地区公民館が入るまちなかリビング北千里
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議決結果 ＜全員賛成の議案および報告案件＞

議案番号 案　　　件　　　名 議決結果
報　　告
報告第１号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
報告第２号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
報告第３号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
報告第４号 専決処分報告　専決第１号　令和５年度吹田市一般会計補正予算（第９号） 承認
条　　例
議案第１号 吹田市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
議案第２号 吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第３号 吹田市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第４号 吹田市立児童会館条例の一部を改正する条例の制定について 福 継続審査
議案第５号 吹田市立教育・保育施設条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決
議案第７号 吹田市介護保険法施行条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決

議案第８号 吹田市児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部
を改正する条例の制定について 原案可決

議案第10号 財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
議案第11号 吹田市建築基準法施行条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
議案第12号 吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
議案第13号 吹田市開発事業の手続等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
議案第14号 千里ニュータウン地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
議案第15号 吹田市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

議案第16号 予算で定める重要な資産の取得及び処分、議会の同意を要する賠償責任の免除並びに議会の議決を要する負担付
きの寄附の受領等について定める条例及び吹田市監査委員に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第18号 吹田市消防団条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
議案第19号 吹田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第20号 吹田市消防保安事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第48号 吹田市市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
予　　算
議案第31号 令和６年度吹田市部落有財産特別会計予算 予 原案可決
議案第32号 令和６年度吹田市勤労者福祉共済特別会計予算 予 原案可決
議案第34号 令和６年度吹田市後期高齢者医療特別会計予算 予 原案可決
議案第35号 令和６年度吹田市公共用地先行取得特別会計予算 予 原案可決
議案第36号 令和６年度吹田市病院事業債管理特別会計予算 予 原案可決
議案第37号 令和６年度吹田市母子父子寡婦福祉資金貸付特別会計予算 予 原案可決
議案第38号 令和６年度吹田市水道事業会計予算 予 原案可決
議案第39号 令和６年度吹田市下水道事業会計予算 予 原案可決
議案第40号 令和５年度吹田市一般会計補正予算（第10号） 予 原案可決
議案第41号 令和５年度吹田市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 予 原案可決
議案第42号 令和５年度吹田市勤労者福祉共済特別会計補正予算（第２号） 予 原案可決
議案第43号 令和５年度吹田市介護保険特別会計補正予算（第２号） 予 原案可決
議案第44号 令和５年度吹田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 予 原案可決
議案第45号 令和５年度吹田市公共用地先行取得特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決
議案第46号 令和５年度吹田市水道事業会計補正予算（第３号） 予 原案可決
議案第47号 令和５年度吹田市下水道事業会計補正予算（第２号） 予 原案可決
その他の議案
議案第21号 （仮称）南千里駅前公共公益施設整備事業契約の一部変更について 可決
議案第22号 旧市営岸部中（北）住宅解体撤去工事請負契約の一部変更について 可決
議案第23号 円山町１号橋拡幅改良工事請負契約の一部変更について 可決
議案第24号 重文旧西尾家住宅主屋ほか６棟建造物保存修理工事（Ⅰ期工事）請負契約の一部変更について 可決
議案第25号 公用車の交通事故に係る損害賠償額の決定について 建 可決
議案第26号 豊中市・吹田市・池田市・箕面市・摂津市消防通信指令事務協議会規約の一部変更に関する協議について 財 原案可決
議案第27号 包括外部監査契約の締結について 可決
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賛否一覧表 全員賛成以外の議案について掲載しています。

※案件名の後ろに記載している文字は、その案件が付託された委員会を表しています。記載のない場合は、委員会に付託されていません。
　財…財政総務常任委員会、文…文教市民常任委員会、福…健康福祉常任委員会、建…建設環境常任委員会、予…予算常任委員会

賛成者は○、反対者は×、退席者は退としています。
会派名：自民党＝自民党吹田・無所属の会、市民と歩＝市民と歩む議員の会、立＝立憲民主党

議案番号 案　　　件　　　名 議決結果
議案第28号 市道路線の認定及び廃止について 建 可決
議案第50号 吹田市監査委員の選任について 同意
議員提出議案等

市会議案第１号 政治資金規正法に係る疑惑解明を求める意見書 原案可決
選第１号 淀川右岸水防事務組合議会議員の選挙について 当選

＜全員賛成以外の議案＞
条　　例
議案第６号 吹田市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決
議案第９号 吹田市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決
議案第17号 吹田市公民館条例の一部を改正する条例の制定について 文 原案可決
予　　算
議案第29号 令和６年度吹田市一般会計予算 予 原案可決
議案第30号 令和６年度吹田市国民健康保険特別会計予算 予 原案可決
議案第33号 令和６年度吹田市介護保険特別会計予算 予 原案可決
その他の議案
議案第49号 吹田市副市長の選任について 同意
請　　願
請願第１号 大阪・関西万博開催の見直しを求める請願 文 不採択
請願第２号 大阪・関西万博開催の中止を求める請願 文 不採択
議員提出議案

市会議案第２号 国際的な知見に基づくPFAS対策を求める意見書 原案可決

議決結果

大阪維新の会 日本共産党 公明党 自民党 吹田党市民と歩参政党 立
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議案第６号 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 7
議案第９号 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 24 9
議案第17号 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 24 9
予　　算
議案第29号 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 24 9
議案第30号 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 24 9
議案第33号 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 7
その他の議案
議案第49号 同意 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 24 9
請　　願
請願第１号 不採択 × × × × × × ○ × 2 31
請願第２号 不採択 × ○ × × × 退 ○ ○ ○ 1121
議員提出議案

市会議案第２号 原案可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 24 9
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次回のすいた市議会だより（No.337  役員改選号）は令和６年（2024年）７月１日発行予定です。

議案審査の詳細な内容等は、本会議録や委員会記録（図書館等での閲覧のほか、市議会ホームページの会議録検索システムか
らでも閲覧可能）をご覧ください。

　５月定例会を５月27日㈪から６月28日㈮までの会期で開催しています。なお、以下の日程以外にも委員会等を開催する場合
があります。本会議、常任委員会は、原則、10時開会予定でいずれも公開しています。
※�本会議での保育付き傍聴（５月27日の提案説明を除く）や手話通訳の派遣を実施していますので、希望される方は、事前に議

会事務局（電話06-6384-2644　FAX06-6338-0920）までご連絡ください。

11月定例会閉会後の主な議会活動

議 会 日 誌 ～意  見  書 ～

　次の意見書案２件を可決し、政府等に送付しまし
た。（意見書の一部を抜粋して掲載しています。）

○政治資金規正法に係る疑惑解明を求める意見書
　�　自由民主党の派閥が、政治資金パーティーの収
入の一部を収支報告書に記載していなかった問題
について、高まる国民の政治不信を払

ふっ
拭
しょく
するた

め、今回の疑惑の全容が完全に解明されるよう、
関係当局の調査に全面的に協力するとともに、国
民への説明責任を果たすことを強く求める。 

○国際的な知見に基づくPFAS対策を求める意見書
　�　海外におけるPFASのリスク評価に比べ、わが
国における評価の妥当性には疑問が残る。国民の
健康を保護するため、食品安全委員会によるPFAS
の食品健康影響評価の再評価が行われるよう取り
組むことを強く求める。

令和６年(2024年)５月定例会日程

5月27日㈪　本会議（提案説明）
6月 ３日㈪　本会議（役員改選)
　   ４日㈫　本会議（役員改選)
　  11日㈫　本会議（質問）
　  12日㈬　本会議（質問）
　  13日㈭　本会議（質問）
　  14日㈮　本会議（質問）
　　　　　　予算常任委員会 (提案説明、資料要求）
　　　　　　４常任委員会 (提案説明、資料要求）

　２月定例会では、次の方の選任に同意しました。

○副市長（任期４年）
　　春

しゅん
藤
どう
　尚

なお
久
ひさ
　氏

○監査委員（任期４年）
　　川

かわ
西
にし
　英

ひで
之
ゆき
　氏

～人 事 案 件～
　市民から提出された次の請願２件を不採択と
しました。
○大阪・関西万博開催の見直しを求める請願
○大阪・関西万博開催の中止を求める請願

～請　願～

※手話通訳の派遣：これまで本会議のみを対象としていましたが、令和６年度からその対象に常任委員会を追加しています。
※４常任委員会：財政総務、文教市民、健康福祉、建設環境常任委員会
※本会議の各質問日の質問者・項目を事前に市議会ホームページに掲載しています。

6月17日㈪　�財政総務常任委員会、予算常任委員会財政総務分科会
　　　　　　文教市民常任委員会、予算常任委員会文教市民分科会
　  18日㈫　予備日　予算常任委員会分科会（財政総務、文教市民）
　  19日㈬　健康福祉常任委員会、予算常任委員会健康福祉分科会
　　　　　　建設環境常任委員会、予算常任委員会建設環境分科会
　  20日㈭　予備日　予算常任委員会分科会（健康福祉、建設環境）
　  24日㈪　予算常任委員会（討論・採決）
　  28日㈮　本会議 (討論・採決）

開催した会議

1
月

10日 議会広報委員会
12日 議会運営委員会小協議会
29日 議会運営委員会

2
月

5日 議会広報委員会
6日 議会運営委員会小協議会
8日 議会運営委員会
9日 議会運営委員会
16日 本会議、議会運営委員会
26日 本会議、議会運営委員会
27日 本会議
28日 本会議、議会運営委員会

29日 本会議、常任委員会（財政総務、文教市民、
健康福祉、建設環境、予算）

3
月

1日 常任委員会（財政総務、文教市民、健康福祉、
建設環境）

4日 予算常任委員会分科会（財政総務、文教市民）
5日 予算常任委員会分科会（財政総務、文教市民）
6日 予算常任委員会分科会（健康福祉、建設環境）
7日 予算常任委員会分科会（健康福祉、建設環境）
15日 予算常任委員会
19日 議会運営委員会
22日 本会議、議会運営委員会
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